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ユニリーバのはじまり

Make
Cleanliness
Commonplace
清潔を暮らしの“あたりまえ”に

Presenter Notes
Presentation Notes
ユニリーバの歴史は、1880年代の英国に生まれた小さな石鹸から始まりました。ユニリーバの前身であるリーバ・ブラザーズから発売された「サンライト」という名前の石鹸です。�
当時は英国では衛生的な生活習慣が根付いておらず、肺炎や下痢等の病気になる人が絶えませんでした。それを懸念したウィリアム・リーバ卿は、高品質でお買い求めやすい価格の石鹸として、「サンライト」を発売。「からだをきれいにする」「家をきれいにする」ことを“あたりまえ”にし、英国の暮らしを大きく変えたと伝えられています。�



Make
Sustainable Living
Commonplace

これまでのパーパス

サステナビリティを暮らしの“あたりまえ”に

Presenter Notes
Presentation Notes
リーバ卿の時代から140年あまりが経ち、世界が直面する課題はより複雑に、深刻になっています。企業として「衛生を暮らしの“あたりまえ”に」しているだけではもう十分ではありません。

そこで、ユニリーバは、企業のパーパス（目的・存在意義）として、「サステナビリティを暮らしの“あたりまえ”に」を掲げました。

ビジネスとして成長しながら、さまざまな課題の中でもユニリーバにかかわりが深く、大きな変化を起こせるであろう分野に注力することで、地球の限界を超えることなく、誰もが自分らしく、豊かに暮らせることを“あたりまえ”にしていくことをめざしています。



輝く毎日をすべての人に
Purpose movie

https://youtu.be/T_PmANheM0Q


ユニリーバ・グローバル概要

世界で展開するグローバル企業
2025年の売上

€505億 78%
Top 30の
パワーブランド

190
か国に
ブランドを展開

59%
が新興市場

138
拠点

37億
人が
製品を毎日使用

10

（約8兆4608億円
*）

*1€=167.54146円

売上の

売上の 自社工場

Presenter Notes
Presentation Notes
現在、ユニリーバは、世界約190カ国にブランドを展開し、毎日37億人以上から選ばれている世界最大級の消費財メーカーです。�
2025年の世界全体での売上は505億ユーロ（約8兆4608億円）で、売上の78%がTop30のブランド、59%が新興市場からです。�
世界中に138拠点の自社工場があり、日本でも神奈川県・相模原工場で、日本のお客様向けの製品を製造しています。




ユニリーバ・グローバル概要

世界中で愛される数多くのブランドを展開

Over

400
brands

3.7bn
people use our 
products every 
day

75%
of turnover from 
our 30 Power 
Brands

€8.1bn
spend on Brand 
and Marketing 
Investment

11

2025年売上の

78%
がTop 30の

パワーブランド



ブランドを支える最先端のサイエンス＆テクノロジー

4,500人の
研究開発チーム

年間

8.36億ユーロ
（約1,400億円*）
を研究開発に投資

16,500件の
有効特許を保持

*1€=167.54146円

Presenter Notes
Presentation Notes
世界で愛されるブランドを支えているのが、最先端のサイエンス＆テクノロジーです。�
年間9億ユーロ以上（約1,360億円）の研究開発費を投資し、グローバル企業としてのスケールを生かして最先端の研究・テクノロジーを追求する一方で、それぞれの市場消費者の皆さまのニーズにきめこまやかに合わせた製品を開発しています。

約4500人が研究開発に携わっており、日本にも研究チームが置かれています。



ユニリーバを動かす人々

多様な社員

84% の従業員が
ユニリーバで働くことに
満足している

*2025年実施のUniVoice社員満足度調査でのエンゲージメントのスコア 13

96,000 全世界の社員数

Presenter Notes
Presentation Notes
ユニリーバの社員は、全世界で9万6,000人以上にのぼります。工場、オフィス、倉庫、研究開発センターなど、さまざまな場所で、消費者の皆さまの暮らしをよりよくするために働いています。




Play to Win
勝利を追求する文化

最高の人材を徹底して追求

Fit for the AI Age
AI & テクノロジー 

生産性向上とシンプル化

Desire at Scale
SASSY ブランド 
最先端の機能

成長ドライバー: 

ボリュームの成長

粗利益率の拡大

3 
基盤となる変革

7
成長に向けた優先事項

サステナビリティ

Beauty

Personal Care

Wellbeing

プレミアム

デジタルコマース

アメリカ

インド

カテゴリー

価値提案

チャネル

地域

Our 
Strategy

組織

ピープル

ブランド

自然プラスチック 生活水準

上位
 1/3 

株主還元

気候変動



サステナビリティの目標
気候変動
ネットゼロを実現する

2030年までに

100% 温室効果ガス排出量(ス
コープ１および２)を100%
削減する
（2015年比絶対量）

42% スコープ３のエネルギーお
よび産業からの温室効果ガ
ス排出量*を42%削減する
（2021年比、絶対量）

30% スコープ３の森林、土地、
農業（FLAG）からの温室
効果ガス排出量**を30%削
減する（2021年比、絶対
量)

自然
レジリエンスと再生力
を高める

2030年までに

1m 100万ヘクタールの農地で
再生型農業を実践する

1m 100万ヘクタールの自然生
態系の保護と回復を支援
する

95% 主要作物の95%を持続可
能な調達の裏付けが取れ
たものにする

Zero 森林減少の原因となる
コモディティにおいて森
林破壊ゼロを継続する

100 100か所で水管理プログラ
ムを実施する

プラスチック
プラスチック汚染を
終わらせる

40% 非再生プラスチックの使
用量を2028 年までに
40%削減する
（2019年比）

100% プラスチックパッケージ
を100%再利用可能、リ
サイクル可能、または堆
肥化可能にする（硬包装
は2030年まで、軟包装
は2035年までに実現）

生活水準
バリューチェーンに
関わる人々が適切な
生活水準を保てるよう
にする

2026年までに

50% 当社のサプライヤーの
50%（支出金額ベー
ス）から生活賃金の保
障について署名を得る

250k サプライチェーン内の
25万人の小規模農家が
生活水準向上のための
プログラムにアクセス
できるよう支援する

2.5m リテールバリュー
チェーン内の中小企業
250 万社の事業拡大を
支援する

気候・自然基金へ10億ユーロを投資して支援します

人権へのコミットメントを事業の基盤として継続します

15*購入した物品・サービス（原料、パッケージ関連）のエネルギー・燃料関連の排出、上流の輸送・配送、販売した製品の使用（ハイドロフルオロカーボン（HFC）冷媒）、販売した製品の廃棄、下流のリース資産（アイスクリームの小売キャビネット）
**購入する物品およびサービス（原材料関連）由来のFLAG排出量

Presenter Notes
Presentation Notes
私たちは、長年サステナビリティをビジネスの中核に置いてきました。 2010年には、幅広い分野で野心的な目標を掲げた「ユニリーバ・サステナブル・リビング・プラン」を導入し、多くの企業のベンチマークになりました。2021年には、サステナビリティをビジネス戦略に組み込むことをめざして「ユニリーバ・コンパス」を立ち上げました。そしていま、私たちはコーポレートサステナビリティの新しい時代を切り拓こうとしています。気候変動などの課題が緊急性を増す中、サステナビリティをビジネスの業績に欠かすことのできない要素として組み込み、より速く、より大きな変化を起こしていくことをめざします。

そのために、2024年、サステナビリティ戦略を刷新しました。新しい目標は、業界をリードできる野心的なものであると同時に現実的です。そして、実行にあたっては、サステナビリティ４つの優先分野に重点的にリソースを投資し、目標の実現にむけてより緊急性高くアクションをとり（短期目標と期限付きのロードマップを策定して進捗管理）、私たちが直接コントロールできない分野でアドボカシー活動（目的達成の助けになる要因を増やし、障壁になる要因をなくしていくための政策提言やパートナーシップ）を推進します。詳しくはユニリーバのウェブサイトの「サステナビリティ」のセクションをご覧ください。�https://www.unilever.co.jp/sustainability/




ユニリーバ・ジャパンについて

Presenter Notes
Presentation Notes
ここからはユニリーバ・ジャパンについてご紹介いたします。




エド・ブリオラ 東京 中目黒本社

 本 社 東京都目黒区
 代表取締役社長 エド・ブリオラ
 社 員 数 約400名

ユニリーバ・ジャパンは、ユニリーバの日本法人です
1964年より日本のお客様のニーズに根ざしたブランド・製品を展開しています

ユニリーバ・ジャパン概要

Presenter Notes
Presentation Notes
ユニリーバ・ジャパンは、ユニリーバの日本法人として、1964年に創立しました。以来日本のニーズに根ざしたブランド・製品をお届けし続け、今年で60周年を迎えました。�
社員数は約400名です。

（注）プレセンターの方へ：グローバル・ポリシーにより各国の売上は非公開です。




ビューティ＆ウェルビーイング、パーソナルケアおよびホームケアの市場にブランドを展開
日本でもさまざまなブランドを展開

Presenter Notes
Presentation Notes
ビューティ＆パーソナルケアおよびホームケアの市場にさまざまなブランドを展開し、日本の消費者の皆さまの多様なニーズに対応しています。



自分を信じて、未来へ進め
自分を信じて未来に踏み出す
あなたの、その大きな一歩を
応援し続ける

あなたらしさが、美しさ
すべての人が自分の美しさに
気づくきっかけを作ること

すべての人がすこやかに暮らせる
社会をつくる

BRAVE HAIR
自分自身を美しいと思えることが自信
になり、一歩踏みだす勇気につながる
ことを応援する

肌のケアを通して
すべての人が積極的に人生を
楽しめるように貢献する

ブランドを通して社会によい変化を

FIND YOUR MAGIC
もっと自由に、もっと正直に
自分の魅力は自分の中にある

Presenter Notes
Presentation Notes
私たちは、企業としてパーパスを掲げ、アクションを取っていますが、ブランドもまた、社会によい変化を起こす力になります。

例えば「ラックス」は、2021年9月にブランドビジョン「LUX BRAVE VISION 2030」を発表。現代を生きるすべての女性が“自分らしさ”を手に入れ、自信があふれた状態で勇気ある一歩を踏み出すための後押しができるブランドをめざしています。2023年には「日経広告賞」で優秀賞を獲得しました。2024年春からは新ブランドスローガン『＃BeHairself 私らしく輝く髪へ』を掲げています。�
「ダヴ」では、すべての人が自分の美しさに気づくきっかけをつくることをパーパスとして掲げ、本質的なケアを提供する一方で、全世界で女性の自己肯定感を高める活動を続けています。ダヴのワークショップ「大好きなわたし～Free Being Me～」には、日本でもこれまでにのべ2万人以上の子どもたちが参加。その功績が認められ、文部科学省が主催する「令和2年度 青少年の体験活動推進企業表彰」で「審査員会優秀賞」を受賞しました。

このようにそれぞれのブランドがパーパスを掲げ、それをイノベーションやさまざまな活動を通して実現していくことで、日本の消費者の皆さまの毎日の暮らしと社会によい変化をもたらしながら、ビジネスとしても成功することをめざしています。



詳しくはユニリーバ・ジャパンのウェブサイトへ：https://www.unilever.co.jp/sustainability/

EDIPlastics

Climate Nature
サステナビリティへの取り組み

Presenter Notes
Presentation Notes
日本においても、ユニリーバ・グローバルのサステナビリティの新しい目標の枠組みのもと、特に日本に関連が深く、ユニリーバ・ジャパンとして変化が起こせる分野で取り組みを進めています。�
気候変動：2015年11月から、国内のすべての事業所で100%再生可能エネルギー*1を実現しています。2016年には主力協力工場にも取り組みを広げました。このことで、年間約4,900トンのCO2 を削減しました*２。これはユニリーバとしては世界初の取り組みです。さらに、トラックドライバーや物流従事者の皆さまへも地球環境へも負担の少ない、よりサステナブルな物流の実現を推進しています。2021年4月には、物流の効率化につながる発注にインセンティブを設ける取引制度を導入。物流からのGHG排出量、トラックドライバーおよび物流従事者の皆さまの作業時間を削減できました。今後も社外の皆さまとともにバリューチェーン全体からの温室効果ガス削減を推進していきます。�*１ 日本本国内の全事業所および主力協力工場で使用するエネルギー約640万Wh万kWh分を、グリーン電力証書・Jクレジットを利用して100％再生可能エネルギーに切替。使用エネルギー量は2023年実績に基づき算出。�
自然：世界全体で持続可能な調達を継続的に推進しています。ユニリーバ・ジャパンの製品には、持続可能な方法で調達されたパーム油由来原料を使用しています。また、本社、相模原工場、協力工場で外部認証を取得し、トレーサビリティを確立しています。さらに、自然への影響を減らすため、ダヴ泡洗顔では生分解性96%*2の処方を採用しています。�*2 処方から水や無機塩等の無機物を除いた、有機物中の生分解性成分（微生物により水、無機塩、二酸化炭素等の無機物に分解される有機物）の割合　ユニリーバ調べ�
プラスチック：日本でも、パッケージの軽量化、つめかえ用製品の発売などにより、プラスチックの使用量削減に取り組んできました。さらに、再生プラスチックへの切替も進めています。これまでにほぼすべてのPETボトルをrPETに変更し、ラックスやダヴなどの主力ブランドからrPEを導入しました。これらの取り組みにより、2019年と比べてプラスチックの使用量を27.7%削減しました。さらに、消費者の皆さまと一緒にごみのない世界をめざすエコポイントプログラム「UMILE（ユーマイル）プログラム」や、「みんなでボトルリサイクルプロジェクト」を通じて、使用済みプラスチック容器の回収・再生にも取り組んできました。UMILEプログラムは登録者数が110万人を突破しています（2024年1月時点）。

エクイティ、ダイバーシティ、インクルージョン（EDI）：EDIは私たちの企業文化や事業の重要な基盤であり、日本でもユニリーバが変化を起こせる分野だと考えています。そのため、多様な社員が自分らしく働き、公平に扱われるようなポリシー、制度を設けるだけではなく（次ページ）、先程お話ししたように、ブランドを通して社会に働きかけています。




PEOPLE WITH PURPOSE

多様な社員が自分らしくいきいきと働き、自らのパーパスを実現していけるようにしています

新卒採用制度「UFLP365」 WAA (Work from Anywhere and Anytime)

PDP/FFP
Personal Development Plan

Future-fit Plan

世界共通の公正な人事評価・育成制度

WAAP（WAA for Parallel Careers)

すべての社員が自分らしく、誇らしく働けるように

自分らしいキャリアをサポート 自分らしい働き方をサポート

＊EDI＝エクイティ、ダイバーシティ、インクルージョン

 1年中いつでも、世界中どこからでも、
何回でも応募可 

大学１年生～既卒3年以内まで応募可
入社時期は卒業年度の4月/10月、
卒業年度翌年の4月/10月と、4つの
選択肢から選べる

中途採用も含め、すべての選考過程で
性別欄・写真・ファーストネームの記載なし

業務遂行に必要な資格と能力によってのみ社員を
採用・雇用・昇進

全社員が自らのパーパスとキャリアの希望、業績目
標を明文化し上司と共有

若いうちから責任ある仕事を任せて
リーダーを早期育成

世界全体でジェンダー、LGBTQI＋、障がい、
人種・エスニシティを中心にEDI*を推進

日本でも従業員リソースグループ「ProUd」を通じて
研修の提供、イベント参加等社内外へ働きかけ

 LGBTQI＋の方向けには同性パートナーを配偶者と同等
に扱う社内制度、トランスジェンダーへの配慮、年中無
休・匿名の相談窓口の設置などを実施

いつでも、どこからでもユニリーバの仕事ができる
複業人材募集プラットフォーム

社員も複業が可能

上司に申請すれば、理由を問わず、
どこででも勤務できる*

平日5時～22時の間で自由に勤務時間・
休憩時間を決められる

全社員が対象で、期間・日数の制限なし
ユニリーバ式ワ―ケーション「地域 de WAA」も導入

PEOPLE WITH PURPOSE

Presenter Notes
Presentation Notes
そして、「ユニリーバ・コンパス」の根幹を担うのが世界中の社員ー「パーパスを持つ人々」です。

私たちは、ダイバーシティ＆インクルージョン（多様性の尊重）、そして“Be yourself”（自分らしくある）ことを大切にしています。それは、多様な社員一人ひとりが自分らしく力を発揮することが、世界190カ国の多様な消費者のニーズに応え、企業として成長し続ける基盤だからです。そのために、誰もが自分らしくいきいきと働き、自らのパーパス（人生の目的・存在意義）を実現することをサポートする組織文化や制度をつくっています。

自分らしいキャリアをサポート�入社する前から自分のパーパスやキャリアを考えてほしいー。そんな思いから、いつでも、どこでも、何度でもチャレンジできる新卒採用制度「UFLP365」を導入しています。また、入社後も、すべての社員が人生の目的や自らの強みを見つめ直し、ライフプランの一環としてキャリアプランを明文化・共有する機会を設けています。それに加え、グローバルのプログラムやカリキュラムを活用し、社員の教育・能力開発を体系的にサポート。若いうちから責任ある仕事を任せることで、早い段階でリーダーになれるような人材育成を行っています。��また、業務遂行に必要な資格と能力によってのみ採用・雇用・昇進することを「企業行動原則」に掲げ、それに基づき人事評価を行っています。社員の業績や資格、能力は、社員本人と上司の話し合いと多角的なフィードバックで公正に評価します。性別、国籍、年齢など業務に関係のない属性で評価することは一切ありません。2020年3月にはユニリーバ・ジャパンの選考過程から性別欄・写真・ファーストネームを排除し、大きな社会的反響を呼びました。

多様な働き方を可能にする制度　�働き方の多様性を広げることで、すべての社員がそれぞれのライフスタイルを継続して楽しみながら、自分らしく働けるようにしています。日本では、社員が働く場所・時間を自由に選べる働き方「WAA」（Work from Anywhere and Anytime：ワー）や、自治体と連携したワ―ケーション「地域 de WAA」、副業人材募集プラットフォーム「WAAP」（WAA for Parallel Careerans：ワープ）や、すべての社員が自分らしく、ほこらしく働けるようにしながら、社外へも変化を広げていくプログラム「ユニリーバ・」も導入しています。その一環として、同性パートナーを配偶者と同等に扱う社内制度、トランスジェンダーへの配慮、年中無休・匿名の相談窓口の設置などを実施するなど、LGBTQI＋の社員も含めて誰もが自分らしく働ける社内制度やポリシー、組織文化をつくっています。





Thank you
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